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シリンジポンプとは

• シリンジを用いて薬液を注入する装置
• 微量でも効果の高い薬液を注入
• 流量誤差は±３％以下
• 使用するシリンジサイズ・メーカにより１時間
あたりの進む距離を制御

• 使い方を間違うと大きな事故につながります
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開始忘れ

平成１７年度シリンジポンプ
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シリンジポンプ機種別台数（全113台）
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使用前の確認

• 汚れがないか

• 破損はないか



シリンジの確認

• ５・１０・２０・３０・５０ｍｌはテルモ社製
• １００ｍｌはJMSのシリンジを採用
＊１００ｍｌのシリンジを使いたいときはSP-115
を使用する

＊ポンプにより使用できるシリンジが異なるの
で注意を要する



自己診断

• 本体に異常がないか確認しています
＊シリンジと電源コードを外した状態で

実施する



シリンジポンプにシリンジを装着する際にはここを注意。







サイフォニング現象とは

シリンジポンプの位置が患者さんより高いところにあ
り、シリンジの押し子がなんらかの原因で、固定されて
いない時、落差で薬液が大量注入されることをいいま
す。たとえば、落差が大きく、万一、シリンジ50ｍＬの押
し子が正しくシリンジポンプのスライダーに固定されて
いないと、5分以内ですべての薬液が自然注入されてし
まうことがあります。更に流量の高い他の輸液ルートに
接続されていると、もっとサイフォニングは発生しやすく
なります。ただし注入時間は、落差・使用機器等の条件
によって異なります。落差が少ない場合も極端な陰圧
によりサイフォニングが起こる可能性があります。



シリンジポンプを設置する時には、必ず患者さ
んとの落差（高低差）をチェック！

患者さんよりも高い

サイフォニング現象が
起きる危険性がある。





シリンジサイズの確認

• クランプの高さで自動的に認識し表示します







流量設定



＜閉塞特性 TE－331/－332の場合＞

スタートボタンを押した後も定期的に
送液の状態を確認する。



閉塞圧解除の例







まとめ

•ポンプを過信しない。
•開始する前に設定を確認する。
•定期的にチェックする。
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